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私
の
得
意
の
外
国
語
は
ロ
シ
ア
語
（
だ
っ
た
）。
一
九
五
九
年
、
一
次
志
望
大
学
の
受
験
に
失
敗
、

公
立
二
期
校
の
神
戸
外
国
語
大
学
・
ロ
シ
ア
学
科
に
入
学
し
た
。
ロ
シ
ア
語
を
選
ん
だ
の
は
、
英
語

な
ら
誰
で
も
で
き
る
。
人
の
知
ら
な
い
外
国
語
は
自
分
の
武
器
に
な
る
と
い
う
父
の
ア
ド
バ
イ
ス
で

あ
っ
た
。
が
、
私
は
、
先
ず
ロ
ー
マ
字
を
裏
返
し
た
よ
う
な
文
字
を
も
つ
、
奇
妙
で
難
解
な
言
語
に

少
な
か
ら
ぬ
違
和
感
を
も
っ
た
。
更
に
、
文
法
に
ま
で
進
む
に
つ
れ
、
自
分
は
間
違
っ
た
道
に
入
り

込
ん
だ
に
違
い
な
い
と
、
確
信
に
近
い
も
の
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
単
語
の
格
変
化
が
凄
い
。

ド
イ
ツ
語
で
も
名
詞
や
代
名
詞
は
四
格
の
変
化
を
す
る
が
、
ロ
シ
ア
語
は
、
単
数
、
複
数
と
も
六
格

の
変
化
を
す
る
。
数
詞
に
な
る
と
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
規
則
が
あ
る
。 

例
え
ば
、
一
九
五
九
の
前
に
前
置
詞
を
置
く
場
合
、英
語
な
らin

を
付
け
る
と
「
一
九
五
九
年
に
」、 

b
efo

re

を
付
け
る
と
「
一
九
五
九
年
以
前
に
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
ロ
シ
ア
語
は

遙
か
に
意
地
悪
だ
。「in

」
に
相
当
す
る
前
置
詞
を
置
く
と
、
そ
の
後
に
く
る
一
九
五
九
の
数
詞
は
、

四
つ
の
数
字
そ
れ
ぞ
れ
が
、
前
置
格
（
第
六
格
）
に
変
化
す
る
。「b

efo
re

」
に
相
当
す
る
前
置
詞
を

置
く
と
、
そ
の
後
の
四
つ
の
数
字
全
部
が
生
格
（
第
二
格
）
に
変
化
す
る
。
自
分
の
名
前
さ
え
も
が
、 

「
ナ
カ
ム
ラ
・
ナ
カ
ム
ル
ィ
・
ナ
カ
ム
レ
・
ナ
カ
ム
ル
ゥ
・
ナ
カ
ム
ロ
イ
・
ナ
カ
ム
レ
ェ
」
と
変
化

す
る
。 

「
こ
ん
な
も
の
、
や
っ
て
ら
れ
る
か
！
」 

一
ク
ラ
ス
三
十
人
の
新
入
生
た
ち
の
恐
ら
く
二
十
五
人
ま
で
が
そ
う
思
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
の

段
階
で
約
半
数
が
脱
落
す
る
。
私
も
そ
の
一
人
だ
っ
た
。 

が
、
そ
の
週
末
だ
っ
た
か
、
そ
の
次
だ
っ
た
か
、
気
分
転
換
に
観
た
一
本
の
ロ
シ
ア
映
画
が
私
の

先
入
観
を
大
き
く
変
え
た
。「
鶴
は
飛
ん
で
行
く
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
だ
っ
た
。
カ
ン
ヌ
だ
っ
た
か
、

英
国
だ
っ
た
か
、
ど
こ
か
の
国
際
映
画
祭
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
取
っ
た
と
い
う
作
品
だ
。
戦
争
に
出
て

い
く
青
年
と
そ
の
恋
人
の
ロ
マ
ン
ス
を
テ
ー
マ
に
し
た
映
画
。
と
て
も
良
か
っ
た
。
ス
ト
ー
リ
ー
の

展
開
も
面
白
か
っ
た
が
、
そ
ん
な
こ
と
よ
り
も
、
タ
チ
ア
ナ
・
サ
モ
イ
ロ
ワ
が
演
ず
る
ヒ
ロ
イ
ン
・

ヴ
ェ
ロ
ニ
カ
の
喋
る
ロ
シ
ア
語
の
響
き
に
す
っ
か
り
魅
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
映
画
の
前
に
上
映

さ
れ
た
、
十
分
ほ
ど
の
観
光
Ｐ
Ｒ
フ
ィ
ル
ム
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
（
当
時
）
の
「
ネ
バ
川
」
を
紹
介

す
る
短
編
で
、
男
の
声
優
が
語
り
掛
け
る
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
素
晴
ら
し
さ
は
私
を
圧
倒
し
た
。 

「
ロ
シ
ア
語
っ
て
、
こ
ん
な
に
美
し
い
言
葉
だ
っ
た
の
か
！
」 

私
も
ロ
シ
ア
語
を
喋
れ
る
よ
う
に

な
り
た
い
。
そ
れ
が
切
実
な
る
願
望
に
な
っ
た
。 

 

と
は
い
え
、
大
学
で
学
習
す
る
複
雑
怪
奇
な
文
法
に
再
挑
戦
す
る
気
に
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
な
ら



 

会
話
か
ら
入
ろ
う
。
ま
ず
、
会
話
の
先
生
捜
し
に
入
っ
た
。
神
戸
に
は
た
く
さ
ん
の
白
系
ロ
シ
ア
人

と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
が
い
た
。
彼
ら
は
、
一
九
一
七
年
の
ロ
シ
ア
革
命
で
祖
国
を
追
わ
れ
て
日
本
に

逃
れ
て
き
た
人
た
ち
だ
。
一
部
の
人
は
、
モ
ロ
ゾ
フ
の
よ
う
に
菓
子
作
り
に
成
功
し
た
が
、
大
半
は

ホ
テ
ル
の
ボ
ー
イ
や
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
の
門
番
な
ど
の
仕
事
を
見
つ
け
、
貧
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て

い
た
。
か
れ
ら
の
殆
ど
が
無
国
籍
で
、
日
本
の
福
祉
政
策
の
枠
外
に
居
た
。
唯
一
、
彼
ら
の
面
倒
を

看
て
い
た
行
政
は
兵
庫
県
警
外
事
課
で
あ
っ
た
。
外
事
課
で
は
公
安
の
仕
事
の
一
環
と
し
て
、
神
戸

在
住
の
外
国
人
の
現
状
を
よ
く
調
べ
て
い
た
。
特
に
、
外
事
課
二
係
は
白
系
ロ
シ
ア
人
を
担
当
し
、

非
公
式
に
彼
ら
の
一
時
的
な
仕
事
の
斡
旋
ま
で
手
掛
け
て
い
た
。 

 

週
明
け
の
月
曜
日
、
私
は
何
の
ア
ポ
イ
ン
ト
も
な
く
、
兵
庫
県
警
外
事
課
二
係
を
訪
ね
、
一
人
の

ロ
シ
ア
人
女
性
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
足
で
、
教
え
ら
れ
た
場
所
に
行
っ
て
み
た
。 

神
戸
・
三
宮
の
山
手
、
山
本
通
り
の
一
角
に
「
白
系
露
国
人
組
合
」
と
表
札
の
架
っ
た
異
人
館
が

あ
り
、そ
の
建
物
の
横
に
あ
る
物
置
の
よ
う
な
バ
ラ
ッ
ク
に
、そ
の
女
性
は
一
人
で
暮
ら
し
て
い
た
。 

名
前
を
、
マ
リ
ア
・
マ
カ
ロ
ヴ
ァ
と
い
う
。
高
齢
の
彼
女
は
殆
ど
寝
た
き
り
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

日
本
人
が
身
の
回
り
の
世
話
を
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。 

「
私
は
ロ
シ
ア
語
が
喋
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
。
是
非
、
ロ
シ
ア
語
を
教
え
て
ほ
し
い
」 

 

日
本
語
が
通
じ
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
の
で
、
英
語
で
お
願
い
し
た
。 

「
オ
ー
ケ
ー
。
ロ
シ
ア
ゴ
・
ベ
ン
キ
ョ
ウ
ね
」 

 

マ
カ
ロ
ヴ
ァ
さ
ん
は
片
言
の
日
本
語
で
答
え
た
。
授
業
料
は
一
時
間
百
円
で
い
い
と
い
う
。
私
の

ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
で
何
と
か
な
る
。
二
つ
返
事
で
了
解
し
た
。 

翌
週
か
ら
、
週
二
回
・
二
時
間
授
業
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
マ
カ
ロ
ヴ
ァ
さ
ん
も
今
で
い
う

独
居
老
人
の
生
活
が
寂
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ベ
ッ
ド
の
上
の
壁
に
掛
け
ら
れ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
に
は

私
の
来
る
日
が
〇
印
で
示
さ
れ
て
い
た
。 

一
年
後
、
ロ
シ
ア
語
の
習
得
に
関
し
て
、
私
は
自
分
の
中
で
確
か
な
感
触
を
掴
ん
だ
。
ク
ラ
ス
の

ロ
シ
ア
語
会
話
の
時
間
で
は
、
ロ
シ
ア
人
の
先
生
と
会
話
ら
し
き
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る

一
握
り
の
学
生
の
中
に
自
分
が
居
る
こ
と
が
誇
ら
し
か
っ
た
。
二
年
目
、
三
年
目
に
入
る
と
、
私
は

他
流
試
合
に
出
か
け
る
剣
士
の
よ
う
に
、
ソ
連
の
若
者
た
ち
と
も
会
話
を
交
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
。 

神
戸
は
横
浜
と
並
ん
で
、
日
本
の
海
の
玄
関
口
だ
。
神
戸
港
に
は
木
材
や
石
炭
を
積
ん
だ
ソ
連
の

貨
物
船
が
頻
繁
に
入
っ
て
き
た
。そ
ん
な
時
、岸
壁
か
ら
船
の
デ
ッ
キ
を
見
上
げ
て
大
声
で
叫
ぶ
と
、 

そ
れ
に
気
付
い
た
船
員
が
、
手
を
振
っ
て
応
え
て
く
れ
た
。
そ
し
て
、
多
く
の
場
合
「
上
っ
て
こ
い
」

と
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
合
図
す
る
。
私
は
躊
躇
わ
ず
に
タ
ラ
ッ
プ
を
昇
り
デ
ッ
キ
に
出
る
。 

 

船
上
で
は
、
ロ
シ
ア
語
を
喋
る
日
本
人
が
珍
し
い
の
だ
ろ
う
。
た
く
さ
ん
出
て
き
て
、
あ
ち
こ
ち

か
ら
質
問
が
出
る
。
そ
の
内
に
、
食
堂
に
案
内
さ
れ
、
チ
ャ
イ
（
紅
茶
）
が
出
る
。
運
が
よ
け
れ
ば
、



 

ボ
ル
シ
チ
が
出
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
う
し
た
他
流
試
合
で
経
験
す
る
、
ソ
連
の
若
者
た
ち
と
の

交
流
で
私
の
ロ
シ
ア
語
の
世
界
は
か
な
り
広
が
っ
て
い
っ
た
よ
う
に
思
う
。 

 

一
九
六
二
年
、
第
三
学
年
に
上
が
る
と
、
友
人
た
ち
は
就
活
に
本
気
に
な
る
。
が
、
私
は
あ
ま
り

興
味
が
な
か
っ
た
。
貿
易
商
社
に
入
っ
て
日
ソ
貿
易
に
従
事
す
る
。
ロ
シ
ア
語
を
学
ぶ
者
に
と
っ
て 

本
来
の
進
路
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
私
に
は
是
非
と
も
や
り
た
い
こ
と
が
他
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
通
訳
。
私
が
大
学
を
卒
業
す
る
一
九
六
四
年
に
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
が
あ
る
。 

ま
る
で
、
私
が
卒
業
す
る
の
を
待
ち
受
け
て
い
る
か
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
。 

 

先
ず
は
、
東
京
に
定
住
す
る
必
要
が
あ
る
。
両
親
に
相
談
し
、
東
京
の
Ｈ
大
学
の
大
学
院
を
受
験

す
る
こ
と
に
し
た
。
難
関
校
だ
が
、
私
に
は
勝
算
が
あ
っ
た
。
受
験
科
目
は
三
科
目
だ
。
経
済
学
、

経
営
学
、
会
計
学
か
ら
選
択
、
英
語
及
び
、
第
二
外
国
語
（
独
、
仏
、
西
、
露
か
ら
選
択
）
と
あ
る
。

経
営
学
、
英
語
、
ロ
シ
ア
語
で
受
験
す
る
こ
と
に
し
た
。
経
営
学
だ
け
を
補
強
す
れ
ば
よ
い
。
後
の

二
科
目
で
は
他
に
負
け
な
い
自
信
が
あ
っ
た
。 

 

一
九
六
三
年
の
夏
休
み
、
私
は
経
営
学
の
参
考
書
を
し
こ
た
ま
買
い
込
み
、
母
の
遠
縁
に
当
た
る

丹
波
の
山
奥
に
あ
る
お
寺
に
泊
ま
り
込
ん
で
真
面
目
に
勉
強
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
目
標
の

大
学
院
に
合
格
し
た
。
こ
の
時
は
、
父
の
予
言
通
り
、
ロ
シ
ア
語
が
私
の
シ
ャ
ー
プ
な
武
器
と
し
て

大
い
に
活
躍
し
た
こ
と
を
実
感
し
た
。 

 

そ
の
年
の
冬
、
東
京
に
出
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
通
訳
の
試
験
と
ガ
イ
ド
（
通
訳
案
内
業
）
の
国
家

試
験
を
受
け
て
、
幸
い
、
ど
ち
ら
も
合
格
し
た
。
そ
し
て
翌
年
の
春
、
神
戸
外
大
を
卒
業
し
、
東
京

で
の
新
生
活
が
始
ま
っ
た
。 

 

親
元
か
ら
独
立
し
た
生
活
は
楽
し
か
っ
た
。
自
由
を
謳
歌
し
た
と
い
え
る
。
大
学
院
で
の
講
義
も

面
白
か
っ
た
。
ロ
シ
ア
語
の
通
訳
と
し
て
は
、
こ
の
年
の
九
月
か
ら
八
王
子
選
手
村
勤
務
と
な
り
、

十
月
一
杯
ま
で
休
み
な
し
で
選
手
村
に
通
っ
た
。
通
訳
の
待
遇
は
抜
群
だ
っ
た
。
当
時
、
フ
ラ
ン
ク

永
井
の
「
一
万
三
千
八
百
円
」
と
い
う
歌
が
流
行
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
大
学
卒
の
初
任
給
だ
っ
た
。

そ
の
御
時
世
に
通
訳
の
待
遇
は
日
給
三
千
円
だ
っ
た
。二
カ
月
の
勤
務
で
手
に
し
た
報
酬
は
、何
と
、

十
八
万
円
！ 

学
卒
の
一
年
分
の
給
与
を
上
回
る
。
も
の
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
。
私
の
ロ
シ
ア
語
に

大
金
が
支
払
わ
れ
た
の
だ
。
こ
の
資
金
を
元
手
に
親
か
ら
援
助
を
貰
っ
て
、
ソ
連
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を

旅
行
し
た
。
最
後
の
学
生
生
活
を
楽
し
ん
だ
お
陰
で
、
二
年
で
終
了
で
き
る
修
士
課
程
に
三
年
か
か

っ
て
し
ま
っ
た
が
、
後
悔
は
な
か
っ
た
。 

 

一
九
六
六
年
春
、
私
は
山
口
県
に
本
社
の
あ
る
Ｕ
社
に
就
職
し
た
。
日
ソ
貿
易
と
は
関
係
の
な
い

メ
ー
カ
ー
だ
。
こ
の
時
点
で
、
ロ
シ
ア
語
と
は
、
残
念
な
が
ら
、
縁
切
り
し
た
つ
も
り
だ
っ
た
。
が
、

捨
て
る
神
あ
れ
ば
拾
う
神
あ
り
。 

私
が
入
社
し
た
時
、
Ｕ
社
に
は
三
人
の
副
社
長
が
居
た
。
そ
の
中
の
一
人
、
Ｔ
副
社
長
は
大
の 



 

ク
ラ
シ
ッ
ク
好
き
。
Ｕ
市
に
好
楽
協
会
と
い
う
組
織
を
作
り
、
Ｔ
氏
が
そ
の
会
長
を
務
め
て
い
た
。 

Ｕ
市
は
元
々
音
楽
に
は
造
詣
が
深
い
。Ｕ
社
が
中
心
と
な
っ
て
、一
九
三
〇
年
代
に
市
の
中
心
部
に
、

音
響
効
果
が
日
本
で
も
五
本
の
指
に
入
る
と
言
わ
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
を
建
設
し
、
世
界
各
国

か
ら
著
名
な
音
楽
家
を
招
い
て
演
奏
会
を
開
催
し
て
い
た
。
こ
の
建
物
は
Ｕ
社
初
代
社
長
の
名
前
を

取
っ
て
「
渡
辺
翁
記
念
会
館
」
と
い
い
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

 

Ｔ
氏
の
実
家
は
音
楽
一
家
、
著
名
な
音
楽
評
論
家
、
属
啓
成
（
さ
っ
か
・
け
い
せ
い
）
氏
は
Ｔ
氏

の
義
弟
に
当
た
る
。
従
っ
て
、
Ｔ
副
社
長
も
社
業
よ
り
も
好
楽
協
会
の
仕
事
に
熱
が
入
っ
て
い
た
。 

 

入
社
後
、
Ｕ
市
本
社
に
配
属
さ
れ
て
半
年
ほ
ど
経
っ
た
あ
る
日
、
私
は
Ｔ
副
社
長
か
ら
呼
び
出
し

を
受
け
た
。
新
入
社
員
が
副
社
長
室
に
呼
ば
れ
る
の
は
特
別
の
こ
と
だ
。
緊
張
し
て
入
室
し
た
。 

「
君
が
中
村
く
ん
か
。
ま
、
座
り
給
え
」 

Ｔ
副
社
長
の
デ
ス
ク
の
前
に
置
か
れ
た
パ
イ
プ
椅
子
に
腰
を
下
ろ
し
た
。 

「
ロ
シ
ア
語
に
堪
能
だ
と
聞
い
た
が
、
仕
事
に
使
っ
て
い
る
の
？
」 

「
い
え
、
ま
だ
そ
の
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
」 

「
外
国
語
と
い
う
の
は
、
使
わ
な
い
と
忘
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
」 

「
そ
う
言
わ
れ
ま
す
。
で
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
未
だ
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
」 

「
そ
れ
は
結
構
。ひ
と
つ
お
願
い
が
あ
る
ん
だ
が
、あ
る
人
に
ロ
シ
ア
語
で
手
紙
を
書
い
て
ほ
し
い
。 

書
く
相
手
は
、
ダ
ビ
ッ
ド
・
オ
イ
ス
ト
ラ
フ
と
い
う
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
だ
。
知
っ
て
る
か
？
」 

「
も
ち
ろ
ん
で
す
。
私
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
フ
ァ
ン
で
す
か
ら
。
オ
イ
ス
ト
ラ
フ
と
言
え
ば
、
世
界
一
の

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
で
す
。」 

「
そ
う
か
。
そ
れ
な
ら
話
が
速
い
。
こ
れ
が
、
日
本
語
の
原
稿
だ
。
こ
れ
を
ロ
シ
ア
語
に
翻
訳
し
て

く
れ
な
い
か
」 

 

こ
う
し
て
頂
戴
し
た
日
本
語
の
手
紙
を
一
週
間
ほ
ど
か
け
て
ロ
シ
ア
語
に
翻
訳
し
た
。
日
本
語
の

原
稿
に
書
か
れ
て
い
た
中
身
は
、
過
去
に
オ
イ
ス
ト
ラ
フ
氏
が
渡
邊
翁
記
念
会
館
訪
れ
、
演
奏
し
て

く
れ
た
こ
と
へ
の
お
礼
と
、
近
い
将
来
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
名
曲
特
集
を
企
画
す
る
の
で
、
是
非
、

ま
た
来
訪
願
い
た
い
、
と
い
っ
た
内
容
だ
っ
た
。
恐
ら
く
、
こ
の
翻
訳
の
仕
事
が
、
入
社
後
最
初
の

中
身
の
あ
る
仕
事
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
し
て
、
オ
イ
ス
ト
ラ
フ
氏
は
来
日
予
定
の
前
年
十
月
に

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
演
奏
中
に
心
臓
ま
ひ
で
急
死
し
て
し
ま
っ
た
。 

だ
が
、
そ
の
後
、
仕
事
で
ロ
シ
ア
語
を
使
う
チ
ャ
ン
ス
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
私
の
自
慢
の
武
器
は

錆
び
つ
い
て
い
っ
た
。
あ
の
時
の
オ
イ
ス
ト
ラ
フ
宛
の
手
紙
が
、
恐
ら
く
、
私
の
ロ
シ
ア
語
学
習
の

集
大
成
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

【
二
〇
二
〇
年
十
一
月
記
、
原
稿
用
紙
約
十
一
枚 

課
題
「
音
楽
家
」】 



 

 


